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I.はじめに
佐渡島は，常緑広葉樹林帯の日本海側の北限地域に位
置していること，植生配置と冬季季節風の主風向との対
応関係が明瞭であること，大佐渡・小佐渡における植物
分布の相違など，多くの生態学的な問題を有している島
である。このため，従来からそれらについての多くの研
究が行なわれており，佐渡島の主要な植生の分布や群
落構造，群落学的な位置ずけについての概要は，ほぼ
明らかにされている (Yoshioka， 1964;岡田， 1969;本
間， 1972;新潟県中学校教育研究会佐渡地区理科部会，
1972;近藤， 1978)。しかし，それらのなかで佐渡島の
植生分布とそれを規定している気候環境の対応関係につ
いて論じたものはきわめて少ない。
一方，中原・三寺 (1953)，式・鈴木 (1964)は，気
候学的な観測点から植生分布について考察を行なってい
るが，逆に植生分布についての検討が充分とは言いがた
そこで，木研究では，佐渡鳥の主要な森林植生の分布
を記載し，その分布に及ぼしている気候の影響について
若干の検討を行なった。
この研究をまとめるにあたり，植生分布を始め種々の
有益なご教示をいただいた佐渡女子高等学校の伊藤邦男
先生に深く感謝申し上げたい。
II. 調査地域の地形概観
佐渡島は北緯約380，新潟から約 32kmの海上に位
置する面積 857km2の離島である。佐渡島の地形は，
北東から南西方向に主山稜が走る北西側の大佐渡山地と
南東側の小佐渡山地，さらにそれらに挟まれた国仲平野
に区分される(図 1)。大佐渡山地は金北山(標高 1172
m)を主峰とし，妙見山(1042m)，金剛山 (962m)を
始め，標高 700~1000 m 級のけわしい山脈が縦走する
図 1 佐渡島の地形
等高線は 200m間隔，破線は1∞m
のに対して，小佐渡山地は全般的に標高が低く，大地山
(646m)，国見山 (630m) など標高 300~600m のな
だらかな小~中起伏山地となっている。国仲平野は大部
分は洪積台地であるが，真野湾に注く拘国府川の周囲は沖
積低地から成り， 標高 5~50m ほどの低地帯である。
また，大佐渡山地と小佐渡山地とも，その沿岸には洪積
台地がよく発達している。特に，大佐渡の外海府や小佐
渡の小木半島から真野湾にかけては広い洪積台地が見ら
れる。一方，大佐渡の内海府および小佐渡の前浜海岸で
は山地斜面の起伏が大きく，洪積台地が欠除または幅が
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きわめて狭くなっている(新潟第四紀研究グループ，
1971)。
ID. 気候環境
佐渡島における植生分布を支配している気候環境を概
観するため，まず気温，温量指数，降水量・積雪量.風
について気象データの整理と検討を行なった。
1. 気温
気温資料としては，気象庁 (H)72a)の全国気温・降
水量月別平年値表を使用した。この資料では，佐渡島に
ついては相川"小田，両津，中興，畑野，松ヶ崎，羽茂
の 7 カ所の月別気温が記載されており，いずれも 1941~
1970年までの30年間の平年値である。また，本間(1971)
による金北山山頂における月別平均気温を参考にした
(表1)。
まず，年平均気温では，佐渡島の低地においては12.7
~13.7 oCの範囲内にあり，小田が最も高く，次いで相
川，両津，羽茂，畑野，松ヶ崎，中興の順となってい
る。小田と中興では lOCの差が生じている。また，新
潟県内の年平均気温と北較してみると，小田 (13.70C)
が，新潟 (13.50C)，出雲崎 (13.80C)，能生 (13.80C)
などの日本海沿岸地域とほぼ等しいほかは，いずれもそ
れらに比して若干低温である。
月平均気温からみると，最暖月は 25.2~26.2oC，最
寒月は 1.9~2.9oCの範囲内にあるが，いずれも小田
が最も高い値を示している。
一方，佐渡島における最高の標高を有する金北山山頂
では，年平均気温 5.40C，最暖月 18.50C，最寒月で
はー5.90Cとなっている。年平均気温について中興と
の気温減率を求めると 0.62oC / 1.0 mとなり，越後山
脈における気温減率.o.530C/lO.om (関口， 1949)に
比しでかなり大きな値を示している。
2. 温量指数
次に，積算温度による気候指数の一つである吉良
(1949)の温量指数についてまとめた。 ここで、は，佐渡
島の温量指数を概観するため，暖かさの指数と寒さの指
数の等指数線図の作成を行なった。
作成方法は，まずそれぞれの観測所の月平均気温を基
礎に，気温減率 0・53oC /1.0 m (関口， 1949)を使っ
て，特定の暖かさの指数 (1.0oC・monthおき〉と寒さ
の指数(-5 oC • monthおき〉が期待される標高を逆
算した。 この場合，表1で使用されている月平均気温
は，毎日の最高気温と最低気温の算術平均を日平均気温
として計算したもので， 1日数回観測の結果を平均した
真の平均気温よりわずかに高くなり，暖かさの指数で
約 5oC. monthと大きな値になることが知られている
℃吉良・吉野 1967)。そこで，今回は相川における両者
の差が暖かさの指数で 4.0oC・month，寒さの指数で
0.2 oC • month (東京天文台編:理科年表による月別平
均気温との差を求めた)であるので，この数値によって
それぞれの指数の補正を行なった。
このようにして算出された特定の温量指数が期待され
る標高をもとに， 2.0万分の l地勢図の等高線に治って等
指数線を引いた。観測所と描いた地域の関係は，大佐渡
の外海府北部は小田，南部は相JI，国仲平野側の北部は
両津，南部は中興，小佐渡については国仲平野側は畑
野，前浜海岸の北部は松ケ崎，南部は羽茂である。それ
ぞれの地域の境は，地性線により適宜定めた。
表 1 佐渡島における気候要素の平年傾 (1941~197.o年)
観測所
標高1 月平均気混 COC) W.I. C. 1. 年水量降 積最雪量深
(m) I 1 I 2 I 3 1 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 111 I 12 I年 (OC.M) (OC.M) (mm) (cm) 
相川i 34 2.8 2.7 5.3 10.8 15.4 19.2 23.7 25.8 21.8 16.2 10.9 5.8 13.4 100.9 -4.7 1，666 26.3 
小田 41 3.2 2.9 5.7 11.0 15.8 19.5 24.0 26.2 22.2 16.6 11.3 5.9 13.7 104.2 - 3.7 1，663 20.0 
両津 21 2.2 2.4 4.9 10.3 15.3 19.4 23.9 25.9 21.9 16.1 10.4 5.1 13.2 99.3 -5.3 1，857 39.3 
中輿 71 1.9 2.0 4.7 10.1 15.3 19.4 23.7 25.2 21.1 15.1 9.6 4.7 12.7 95.5 -6.5 1，747 27.7 
畑野 20 2.1 2.2 4.7 10.5 15.7 19.6 24.1 25.8 21.6 15.4 9.8 4.8 13.0 98.5 -6.0 1，814 35.0 
松ヶ崎 21 2.2 2.1 4.6 10.1 15.2 19.1 23.6 25.4 21.4 15.5 1.0.1 &..0 12.9 96.4 -5.9 1，906 36.0 
羽茂 171 2.5 2.5 5.2 10.6 15.5 19.5 23.6 25.7 21.6 15.8 10.3 5.4 13.2 99.2 -4.8 1，760 29.8 
金北山 1，172 -5.9 -5.7 -4.1 2.3 8.9 12.8 17..0 18.5 14.3 7.4 2.5 -3.0 5.4 44.9 -43.9 49.0 
注) ・万平均気温・年降水量は気象庁 (1972a)，最深積雪量は新潟県地誌研究会 (1976)による.ただし，
金北山頂については本間 (1971)より引用.
-暖かさの指数 (W.I.)と寒さの指数 (C.I.)は補正値である(本文参照).
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図 2 緩かさの指数線図
図2に示すように，佐渡島における暖かさの指数線の
最大は 100oC . monthで，大佐渡の外海府の沿岸地域
を通っている。 90oC. monthの等指数線は大佐渡・小
佐渡山地の山麓を取り巻いており，その標高は外海府で
250~300 m，国仲平野周縁で 150~200 m，小佐渡の前
浜海岸側で 100~200 mである。大佐渡・小佐渡の山間
地ではさらに小さい等指数線が現われるが，大佐渡山地
で 60oC • month，小佐渡山地では 80oC. monthの
等指数線までが描かれている。小佐渡の最高地点である
大地山(標高 646m)で 69.2oC . month，大佐渡の
金北山では 44.9oC • monthと推計される。
一方，寒さの指数線図は，図3iこ示すように佐渡島に
おける最小値は -5oC. monthで，暖かさの指数と
ほぼ同じく外海府の沿岸地域を通っている。 -10oC・
month線はほぼ暖かさの指数 90oC. month線， -15 
oC. month線もほぼ暖かさの指数 80oC. month線
と同じような走り方をしている。
以上のように，温量指数からみると佐渡島で最も温暖
な地域は大佐渡の外海府の沿岸地域で，暖かさの指数
10 Km 
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図 3 寒さの指数線図
-15 oC . month以下は省略
100 oC • month以上，寒さの指数では -50C・month
以下となっている。また，大佐渡・小佐渡の沿岸地域お
よび国仲平野では暖かさの指数は 90~100 oC • month， 
寒さの指数が -5~ー10 oC. monthで，山間地ではさ
らに低温域となる。
3. 降水量・積雪量
佐渡島における年降水量は約 1600~1900mmで，新
潟県において最も少ない地域である。これは冬季の降水
量，すなわち積雪量がきわめて少ないことに起因する。
佐渡島の低地における年最深積雪量は約 20~40cm で
ある(表1)。しかし，山間地においては増加し，小佐
渡山地で約 1m，大佐渡山地では 2~3m と推定され
る(石原， 1972)。金北山山頂では 490cmが記録され
ている。したがって，年降水量も山間地ではさらに多く
なることが予想される。
4. 風
佐渡島内の農業気象観測l所における1979年の月平均風
速，卓越風向とその頻度，暴風日数(日最大風速主主15
m/めを表2に示した。
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表 2 風向と風速Lの気候表
月 I 1 1 2 1 3 1 4 1 5 16 I 7 I 8 I 9 I 10 I 11 I 12 1年
平均風速くm/s) 5.3 4.8 4.5! 3.6 2.6 1.8 2.4 2.3 2.8 3.0 4.2 4.8 3.5 
最多風向 NW WNW NW SE SE SE SE ESE ESE SE ESE NW 
その頻度(%) 26 25 26 27 32 47. 26 42 37 32 27 39 
第 2位風向 w NW SE w NW NW ESE SE SE ESE E， W SE NW NW 
その頻度(%) 23 18 23 20 19 23 16 32 30 23 17 16 
暴風日数 5 1 1 1 I 3 1 2 15 
平均風速(m/s) 日 I3;9l 3・1 4.1 2.9 2.7 2.9 2.7 3.4 2.8 3.2 
最多風向WSWIWSWIWSW w WSWIWSW WSW WSW SW SW WSW WSW 
その頻度(%) 29 21 19 25 35 47 42 19 27 32 23 35 
第 2位風向 SW w WSW w w ESE ESE SE WSW E， SWi SW SW w SSE 
その頻度(%) 19 21 ，19 18 19 17 16 19 20 13 29 
暴風日数 (3) 1 (4) 
平均風速(m/s) 2.5 2.7 2.6 3.3 3.1 2.7 ， 2.6 2.4 1.8 2.1 2.3 2.2 2.5 
最多風向 w WSW SW NE SW SW SW NE NE NNE NNE w 
その頻度(%) 23 21 19 30 39 47 35 29 23 23 23 29 
第 2位風向WNW NNE w WSWi NN E NE INE SW NNE NE，SW NE， W WSW SW NE WSW，W WSW WNW 
その頻度(%) 23 18 16 17 19 30 29 23 20 19 17 19 
暴風日数 3 3 1 7 
平均風速くm/s) 2.0 1.8 1.7 1.9 1.6 1.2 1.3 1.3 1.1 1.2 (1.6) (1.6) (1.5) 
最多風向 SW WSW ENE ENE SW SW SW SW E E (ENE) (SW) 
その頻度(%) 26 29 23 23 48 50 47 39 53 45 (33) (24) 
第 2位風向 NNE N WSW SW ENE E 。 E E ENE ENE (WSW) (WSW) ENE WSW 
その頻度(%) 26 14 20 23 26 20 23 20 26 (27) (24) 
暴風日数 (0) 
注〉 新潟県農業気象月報 (1979年〉による.平均風速，風向頻度は 1日24回観測により，( )内は欠測のあ
る場合を示す.
相川においては，月平均風速は 12""2月の冬季に強く は少なく年間4日である。風向は4月に W，9，10月に
約 5m/s，6~8 月の夏季には約 2m/s と弱い。暴 SWになるほかは年間を通して WSWが卓越風向とな
風日数も 1月に最も多い。風向は風速が強い冬季には っている。
NW~WNW であるが，春~秋季には SE~ESE とな 両津においては，月平均風速は4，5月に最も強い。
る。なお，相JIにおける月平均風速の平年値は，最大の 他の月では 9~10 月のほかはほぼ平均風速は似ている。
1月が， 8.2m/s，最小の7月が 2・7m/s，暴風日数 ! 相川と比絞すると，月平均風速は夏季には若干強いが
は年間48日(気象庁， 1972めであり，当該年がかなり 冬季にはきわめて弱い。風向は冬季には W.WSW.
風の弱い年であったことがわかる。 WNWの頻度が高いが， 5~7 月には SW ， 8~11 月で
二ツ亀においては，月平均風速は 1~4 月に最も強く， は NE.NNEが卓越風向になっている。
特に4月には 4・1m/sとなっている。これは日本海低 :羽茂においては，月平均風速は全般的に弱く 1.1~2 ・0
気圧裂の気圧配置によるいわゆる春のあらしの影響を受 m/s の範囲内で，暴風日も皆無である。風向は 12~2
けている。相)1と比較すると，冬季には風速は弱いが 刃の冬季には SW.WSW，3， 4月には ENE，5~8 
春~秋季にはむしろ強くなっている。しかし，暴風日数 月は SW;9~I1月には E ・ ENE が卓越風向になって
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し、る。
以上のように，佐渡島における卓越風向と風速は季節
と観測地点によってかなり異なることがわかる。たとえ
ば，最も風速の強い 12~2 月の冬季におし、てはいずれ
もほぼ W 方向を中心とした風向を示し，相}I[NW. 
WNW，二ツ亀 WSW，両津 W.WSW，羽茂 SW.
WSWとなっている。また，農林水産省・気象庁(1978)
によれば中興の卓越風向も W である。風速は相川が
最も強く，相川に比して二ツ亀は約6害U，両津は約5
割，羽茂は約4割程度になっている。また，中興でも相
}I [の約5割の風速となっている。したがって，佐渡島に
おける冬季卓越風向，風速を地形との関係からみると，
①大佐渡の外海府は北西の冬季季節風に直面し，風速が
きわめて強い。②二見半島から国仲平野に回り込み，両
津湾に吹き抜ける西方向の冬季卓越風が認められるが，
風速は外海府に比して弱い。③小佐渡の北西部は冬季季
節風に直面するが，その前面に山稜のある羽茂などで
は，冬季季節風は SWや WSWから回り込み，風速
はきわめて弱くなることがわかる。なお，二ツ亀が相川
"、ノド
図 4 スダジイ林の分布
細線は CI=-10の等値線
太線は尾根線を示す
に比して風速が弱L、のは微地形的な影響であろう。
一方，夏季には栢川で、 SE・ESE，二ツ亀で WSW，
両津 SW.NE，羽茂では SWの風が卓越しその頻度
も高いが，いずれも風速は弱い。
IV. 主要森林植生の分布
佐渡島における植生の水平的・垂直的分布の状態を明
らかにするため，それぞれの植生帯を代表する常緑広葉
樹林，ブナ林， ミヤマナラ林およびカシワ林について，
その分布を調査し，気候環境との関係について検討を行
なった。
植生分布調査は現地踏査により行なし、，単木的なもの
を除き，ある程度の群落を形成しているものを対象とし
たが，分布の限界に近い所では 2~3 本が生育している
ような断定的な群落も含めた。
1. 常緑広葉樹林
佐渡島には，相観的にスダジイ林，タブ林，ウラジロ
ガシ林，アカガシ林，マルパシャリンパイ林，ヤブツバ
キ風衝林などに区分される常緑広葉樹林が分布してい
るo それらは社寺林，屋敷林として残されているものが
図 5 カシ林の分布
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タブ林の分布
多い。
スダジイ林は，図4に示すように分布の中心は小佐渡
にあり，小佐渡北東の姫崎周辺，南部の赤泊および小木
周辺の沿岸地域に広く分布している。特に推泊，水津，
小木には社寺林あるいは屋敷林としてきわめてよく発達
してし、る。また，小佐渡山地の国イ中平野に接する山麓部
にも点在している。大佐渡では，相川，二見，河原田な
どにわずかに分布しているにすぎなし、。垂直分布として
は標高 100~120mまで分布する。
ウラジロガシ林は，小佐渡山地の国仲平野側の山麓
部，加茂湖周辺にま分布地をおくほか，赤玉から赤泊に
かけての前浜海岸にも分布している(図5)。分布上限
は長谷寺の標高 140mである。
アカガシ林は，佐渡島では西三川周辺だけに分布する
にすぎない(図 5)。標高は約 100~120m に分布して
いる。
タブ林は，相)1[から佐和田，西三川周辺，小木周辺な
ど，主に大佐渡・小佐渡の南西部に分布している。ま
た，矢崎， ~1::小浦など大佐渡内海府北部にもわずかにみ
られる(図6)。沿岸の標高の低い所に主に分布してい
。ヤデツバキ風檀I枠
*マルバシヤリンパイ峠
・カνワ柿
図 7 海岸風衝林の分布
るが，分布上限は標高 140m v;こ及ぶ。
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ヤブツバキ風衝林は，大佐渡外海府，小木半島に点在
しており，後述するカシワ林の分布域とよく一致してい
る。また，マノレバシヤリンパイ林もカシワ林の分布域に
あり，大佐渡の小川周辺および鷲崎に分布している(図
7)。
以上のように，佐渡島の常緑広葉樹林を水平分布から
みると，それぞれの森林によって分布する地域が定まっ
ており，地域的なすみわけが認められる。すなわち，外
海府の相川より北部沿岸地域と小木半島ではタブ，スダ
ジイ，カシ類の常緑広葉高木林が欠除し，ヤブツバキ，
マルバシャリンパイの風衝低木林がわずかに点在するよ
うになる。また，常緑広葉高木林については，スダジイ
林は小佐渡の前浜海岸から闘仲平野側山麓，ウラジロガ
シ林はスダジイ林の分布の欠ける小佐渡の国仲平野側山
麓の高標高地，加茂湖周辺，および赤泊周辺，タブ林は
大佐渡・小佐渡の南西部沿岸地域にそれぞれ主分布域が
ある。
少主義緑広葉樹林の分布と前述の風向との関係を検討する
と， ほぼ相川で観測される NW~WNW の冬季卓越
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表 3 暖かさの指数(W.I.ふ寒さの指数(C.Iυ〉からみた常緑広葉樹林の分布範回
WI173トブ林l司王ジA172判エ説話1C.I. I~ヨトブ咋ヵ都市
93 2 
94 1 1 1 -8.5 1 
95 5 6 1 -8.0 l 3 1 4 
96 15 6 2 1 -7.5 3 
97 5 3 -7.0 16 i 10 1 
98 5 6 4 1 2 -6.5 5 4 
99 7 5 2 1 -6.0 9 4 2 1 
100 1 3 1 2 -5.5 3 5 1 
101 4 1 3 -5.0 3 7 3 
102 1 1 -4.5 5 2 6 
103 -4.0 
計 i40 3示 I2 I云丁 -3 I 10 1 寸 I 40 1 37 1 2 1 15 1 ???『 ? ?? ?
風向と対応していることが認められる。すなわち， タ
ブ，スダジイ，カシ類の常緑広葉高木林が欠除または小
林分となり，ヤブツバキ風衝林とマルパシャリンパイ林
に代っている立地は冬季卓越風に直面する立地である。
また相川から二見までの外海府南西部にタブ林，スダジ
イ林がわずかに分布しているが，内部に入った沢すじゃ
入江の南向き段丘崖などの風陰地に生育している。
次に，常緑広葉樹林の分布を温量指数からみると，表
3 に示すように暖かさの指数で 93~103oC・month，
寒さの指数では -4~~9oC • monthの範囲内に分布
している。分布上限はいずれも長谷寺のウラジロガシ林
で，暖かさの指数 93.4oC. month，寒さの指数 -9.0
。C.monthとなっている。また，それぞれの常緑広葉
樹林の分布範囲を比較すると，いずれもタブ林が最も広
い分布範囲をもっている。外海府が最も温量指数の高い
地域であるため，主にそこに分布するヤブツバキ風衝林
とマルパシャリンパイ林の温量指数が高いが，それらを
除くとほぼスダジイ林，タブ林，アカガシ林，ウラジロ
ガシ林の1原に温最指数の高い立地に分布する傾向が認め
られる。
2. カシワ林
カシワ林は，ヤブツバキ風衝林，マルバシャリンパイ
林とは共通した分布を示すが，他の常緑樹林とは対立
し，大佐渡外海府，小佐渡の大須から小泊周辺，小木半
島の沿岸地域に連続的に分布している(図7)。
海岸断屋地に発達する風衝低木林であるが，段丘に援
する山地に二次林的な群落もみられる。
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3. ブナ林
冷温帯植生を代表するブナ林は大佐渡だけに分布し，
小佐渡には単木としても現在のところ発見されていな
図 8 f令温帯植生の分布
細線はWI=85，60の等値線
い。大佐渡山地のブナ林は，金北山，妙見山，タダラィ る。例えば石塚 (1947)は，東北地方の常緑広葉樹の分
峰，山老挙ガ平山などに分布する(図8)。金北山，妙 布域の限界を 1月の平均気温ーlOC としている。ま
見山周辺では，標高 600~700m から出現し，金北山の た， Yoshioka (1954， 1963)はスダジイ林の北限を 1
山頂下部(標高 1000m)まで生育している。他の分布 月の平均気温 20C としている。ー方，吉良 (1949)は
地では，ほぼ標高 900~1000m の山頂部に生育してい 寒さの指数 -10oC • monthを常緑広葉樹林の分布;良
る。分布上限のものは樹高が低く，風衝低木林状をなし 界としている。これらの数値を佐渡島に当てはめてみる
ている。 と，佐渡島の低地帯では， 1月の平均気温は中興の 1.9
ブナ林の分布下限は，現在確認されているのは金北山 。Cを除くとすべて 20C以上，寒さの指数も -6.5
の国仲平野側尾根の 540mであるが，新潟市の池上義 。C.month以下を示している。とくに，常緑広葉樹林
信氏によれば， かつては両津市北西には標高約 250m の分布が制約を受けている小田，相川は，むしろ佐渡島
からプナ林があったと言われる。一方，分布上限は金北 において最も気温，温量指数の高い地域で，しかも，そ
山の山頂下の標高 1000m である。 れらの観測所は冬季季節風に直面する立地に設置されて
ブナ林の垂直分布を温量指数からみると，現存するプ いる。したがって，佐渡島においては，これらの温度要
ナ林は暖かさの指数 73.1~54.0 oC・monthの範囲に 固としては常緑広葉樹林の分布を制約していないと考え
ある。分布下限を上記の 250mとすると暖かさの指数 ることができる。
85.3 oC. month，寒さの指数では -12.0oC. month 次に風の影響について考察する。森林に対する風の影
となる。 響については，現在のところあまり研究が進んでし、な
4. ミヤマナラ林 い。これは，風が植生分布に及ぼす第一次的な要因であ
ミヤマナラ林は，金北山および金剛山の山頂部に分布 ることは少なし第二次的，第三次的で，メソ的あるい
する。標高は金北山では 1000m，金剛山では約 900m はミクロ的なスケーノレで、影響を及ぼすため，一般化がし
以上を占めている〈図8)。 にくいためである。
湿量指数からみると，暖かさの指数で 60 ・2~48 ・ 9 0C 風の影響については，強風による直接的で機械的な害
・monthの範囲となる。金北山頂の実測値を使用すれ と寒風による乾燥害に大別される。前者の風害について
ば 44.9oC • monthまでとなる。 は，平均風速が 20m/sになると弱耐風性森林〈浅根
V. 考 察
1. 常緑広葉樹林の分布に及ぼす気候の影響
佐渡島における植生配置の特徴の一つは，常緑広葉樹
林がそれぞれの森林によって地域的にすみわけでおり，
しかも，大佐渡の外海府や小木半島の北西部ではタブ，
スダジイ，カシ類を主体とする常緑広葉樹林は欠除，ま
たは微小林分だけとなり，カシワ林やエゾイタヤーシナ
ノキ林などの落葉広葉樹林に代っていることである。こ
のような植生配置の原因については，従来から北西の冬
季季節風の影響であることが指摘されており，今回の調
査においても再確認された(中原・三寺， 1953; Yoshi-
oka， 1964;岡田， 1969;本間， 1972)。しかし，冬季季
節風のどのような作用によるかについて論じたものは少
ない。例えば岡田 (1969)と平 (1978)は冬季季節風の
冷却効果をあげているが，具体的な気温資料は示してい
ない。そこで，この点について，これまでの資料をもと
に考察する。
まず，温度要因であるが，常緑広葉樹林の分布は，主
に冬の寒さによって制約されていることが知られてい
性の針葉樹)に風害が発生し， 30m/ sをこすと耐風力
の相当強い森林(深根性の広葉樹)でも被害が出はじめ
ることが知られている(気象ハンドブック編集委員会，
1979)。しかし，これは台風などによる 1時的な風害で，
1月の平均風速が 8.2m/ sに達するような連続的な強
風による影響については明らかで、はなL、。一方，寒風害
については，チャノキや柑橘類などの常緑広葉樹は地温
が 40C以下にさがると根の吸水力が著しく低下し，葉
内水分が低下するため植物体の水の収支パランスがくず
れて乾燥害を受けることが知られている。特に土壌凍結
が持続する場合には根からの吸水力が著しく抑えられる
ため，日射による棄湿の上昇および風による蒸散促進
のために常緑広葉樹林は乾燥害を受けやすい(酒井，
1972)。佐渡島の場合についてあてはめてみると， 1 ~2 
月の平均気温はいずれも 40C以下を示している土壌凍
結が持続すると考えられる日最高気温が OOC未満の日
数は，相川で年間4.1日にしかすぎなし、(相川測候所，
1951)。他の気象観測所におけるデータはないが，他の
気候要素から類推しでほぼ同程度と考えられる。
以上のことから，佐渡島における常緑広葉樹林の偏在
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分布の原因は，今のところ冬季の低温下における強風が
蒸散を強制することと，グブ，スダジイ，カシ類などの
常緑広葉樹林が風衝樹形をとれないため，冬季季節風に
直面する立地で常緑広葉樹林の分布を制約Lているもの
と考えられる。ヤプツパキ，マルパシャリンパイの場合
には，風衝樹形をとって段丘崖や谷間などのわずかな風
陰地に分布が可能なものと考えられる。これに対して冬
季に落葉するカシワなどの落葉広葉樹林は，寒風害を受
けにくいと共に風衝樹形をとりうることが，冬季季節風
の直面する立地に分布を可能にしているものと考えられ
る。特に大佐渡外海府において，二見から相川までの聞
にタブ林，スダジイ林が点在するのに対して，相)1から
鷲崎の聞にそれらの森林が発達しないのは，相川より南
部では水系が東西に走り， NW~WNW 方向の冬季卓
越風に対して風陰地が生じやすいのに対して，相川より
北部では水系が北西から南東方向に走り，風陰地が生じ
にくいものと推察される。
F また，それぞれの常緑広葉樹林の分布をみると，冬季
卓越風向に対応して，ほぼヤプツパキ風衝林，マノレパシ
ャリンパイ林，タプ林，アカガシ林，スダジイ林，ウラ
ジロガシ林の!願に配列していることがわかる。これは上
記の考察に従えば，常緑広葉樹の寒風害に対する耐性の
相違とみることができる。また，スダジイ林やウラジロ
ガシ林に比較してタブ林が冬季季節風の風上に位置して
いるのは，タブが他の樹穫に比して塩風害に対する耐性
がきわめて強い(倉内， 1956)ことも要因と考えられ
る。
2. 植生帯区分
本間 (1972)は，佐渡島の植生帯を低地丘稜帯(ヤプ
ツバキ帯，標高 100m以下〉と山地帯に大別し， さら
に山地帯を山麓帯(コナラーアカマツ帯，標高 100~
400m)， 山腹帯(ミズナラープナ帯，標高 400-1∞o
m)，山頂・脊稜帯(ミヤマナラ帯，標高 1000m以上〉
に細区分している。しかし，これは相観から森林植生の
垂直分布模式を示したもので，それぞれの植生帯がどの
ような気候帯と対応しているかについては明らかにされ
ていない。そこで，ここでは佐渡島の植生帯区分を，主
要森林植生の垂直分布と温量指数との関係から考察す
る。
暖温帯を代表する常緑広葉樹林は，その種類や地域に
よって分布上限はかなり異なっている。しかし，常緑広
葉樹林の分布が欠除または微小林分となる外海府や小木
半島を除けば，その分布上限は標高 100~140m とみ
られる。この標高は温量指数からすると，暖かさの指数
約 930C・month，寒さの指数約一8OC. monthであ
る。これらの帯緑広葉樹林の分布上限は主に残存する社
寺林から推定されるもので，常緑広葉樹林に共通して生
育するヤブツバキ，ヒサカキ，シロダそなどがコナラー
ミズナラ二次林やスギ植林地に生育する立地にも，かつ
ては常緑広葉樹林が成立していた可能性がある。これは
スダジイ，タプ，カシ類がひんぱんに伐採のくり返され
る雑木林やスギ植林地の中では生育しにくし、からであ
る。そのようなヤブツバキなどの常緑樹が二次林の林床
に生育している例としての分布上限は，大佐渡山地では
金井町堂林山〈標高 200m)で暖かさの指数 87.5OC. 
month，寒さの指数一10.9oC • month，小佐渡山地で
は畑野町竹田ダム(標高 200m)で暖かさの指数 90.5
oC. month，寒さの指数ー10.4oC • monthなどが観
察される。また，近藤 (1978)は常緑広葉樹林帯上部に
位置すると考えられるイタヤカエデーケヤキ群落のシロ
ダモ下位単位が，小佐渡南部では標高 1∞~180m の聞
に分布するとしている。吉良 (1949)は，常緑広葉樹林
の分布限界を寒さの指数一10oC. monthとしており，
この指数値は関東平野(吉野， 1968)，朝鮮半島 (Yim
and Kira， 1975)においても確認されている。したがっ
て，佐渡島の場合には常緑広葉樹林の分布が冬季季節風
によって制約されているが，その影響が緩和されている
大佐渡の国仲平野側や小佐渡山地においては，標高約
200m，寒さの指数約一10oC. monthが常緑広葉樹
林帯の分布上限とみてもよいであろう。なお，冬季季節
風に直面する地域では，カシワ林のほか，イタヤカエデ
ーケヤキ林 (Yoshioka， 1964;岡田， 1969)などが代理
群落として生育している。
一方，冷温帯落葉広葉樹林の下限は，山地が薪炭林や
用材林として伐採がひんぱんに行なわれていたため，大
部分はコナラ，ミズナラなどの代償植生に置き換わって
おり明確ではなし、。特に，小佐渡山地にブナが発見され
ていないこともあって，問題を一層困難にしている。例
えばミズナラ林の下限を冷温帯林の下限と考えると，大
佐渡山地で標高 350~400m，小佐渡山地では 450~500
m と推察される。しかし，大佐渡山地では標高約350m
にブナの古木がみられることや(本間， 1972)，かつて
標高 250mくらL、からブナ林が発達していたと言われ
ている。また，大佐渡の内海府側山地では，冷温帯の渓
畔林であるトチノキーサワグルミ林が標高 300mくら
いから，外海府側ではミズナラ林が標高約 200mから
分布している。以上のことを考慮すると，冷温帯落葉広
葉樹林の下限は標高 200~250 m，暖かさの指数 85~90
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。C.month ，寒さの指数-1O~-12 oC . monthと推
定される。したがって，佐渡島においては暖温帯林と冷
温帯林がほぼ接していたと考えることができる。また，
小佐渡山地については，降水量，暖かさの指数と寒さの
指数との関係などにおいても特別な制限要因はなしか
つてはプナ林が存在していたと考えられる。
冷温帯落葉樹林を代表するブナ林の上限は，大佐渡山
地では標高約 1000m，暖かきの指数で 54.0oC.month 
になっている。吉良 (1949)は冷温帯と亜寒帯との境界
を暖かさの指数 45oC. monthとしておりブナ林は暖か
さの指数からはまだ分布上限に達していないことにな
る。一方，金北山山頂における暖かさの指数の実測値は
44.9 oC • monthであり，ブナ林の林限以上に生育する
ミヤマナラ林は，山頂現象に伴う土地的極相林とみるこ
とができる。また， ミヤマナラ林は種組成からみても，
ブナ林と大半は共通している。
VI. まとめ
佐渡島における植生配置に及ぼす気候環境の影響を明
らかにするため，それぞれの植生帯を代表する森林植生
の分布を記載し，気候環境との関係について考察した。
その結果，常緑広葉樹林の分布は NW~WNW.の冬
季卓越風の影響を強く受け，それぞれ地域的なすみわ
けが認められた。すなわち，風衝の強い立地からjHh、立
地に向かつて，ほぼヤブツバキ風衝林，マノレバシャリン
バイ林，タブ林，アカガシ林，スダジイ林，ウラジロガ
シ林のI1頂に配列されている。また，冬季卓越風に直面す
る立地で常緑広葉樹林が欠除，または微小林分だけにな
るのは，冬季の強風による寒風害と推察された。
各植生帯を代表する森林の垂直分布を検討した結果，
佐渡島の植生は常緑広葉樹林帯(援温帯)と落葉広葉樹
林帯〈冷温帯)から構成され，その境界は標高 200~
250m，暖かさの指数 85~90oC • month，寒さの指数
ではー10oC・monthと推定された。また， ミヤマナ
ラ林は，山頂効果による落葉広葉樹林帯の土地的極相林
と考えられる。
今後は，メソスケールあるいはミグロスケーノレにおけ
る冬季季節風の風向や風速，気温の分布と植生配置との
関係についての詳細な調査が望まれる。また，妙見山，
タダラ峰などの冬季季節風に直面する山稜では，ソリフ
ラクションによるものと考えられる砂磯地が生じている
が，今後気候学的な観点、から調査を行う必要がある。
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